
地域おこし協力隊活動報告書

活動団体 南九州市茶業振興会

役職

氏名 窪　拓摩

着任日 令和３年２月１日

活動月 令和5年9月（着任2年8ヶ月）

主な活動 １. TEA LABO トークセッションを開催！
２.JRいぶすきウォーキングフェスでの知覧茶PR
３.ゴッソイ祭り開催に向けた取組 /高校生へのお茶授業

１. TEA LABOトークセッションを開催！

写真：茶業関係者が登壇するトークセッションにて(鹿児島市HITTOBE)

　ワカモノへの茶消費対策で、数年間企画を進めているTEA LABOの新たな取組として、鹿児島
市にある施設HITTOBEにて知覧茶生産者 /茶商のほか、鹿児島県内で勢いのある若手茶生産
者や人気ティースタンドのオーナーなどが登壇し、本気で茶を伝えるトークセッションを開催いた
しました。
イベント会場には、50名を超える参加者が集まり、トークを食い入るようにききながら茶に向き
合っていただいており、とても嬉しくなりました。
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また、遠くはSNSでのイベント告知を見られて急遽飛行機のチケットを取りご参加いただいた方も
いらっしゃり、茶の波及活動が実ってきているのではと感じました。

写真：(上)トークセッション案内書 / (下)対談形式での茶の未来について

イベントは三部構成となっており、茶に携わる様々な職種のキーパーソンが描く茶の将来像、こ
れからについて熱く語り合う空間は、とても熱気を感じました。
そこには、我々がイメージしやすい茶の持つ「古臭さ」や「ダサさ」が一切なく、お茶大国鹿児島を
今後も背負ってたつ人たちの言葉に感化された若者たちが、とても輝いて見えました。
今後もこういったイベントを開催したいなと感じた取り組みであります。
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２. JRいぶすきウォーキングでフェスでの知覧茶PR

写真：指宿商業高校ICPとの水出し知覧茶のふるまいの様子

　数年ぶりに開催となりました、JRいぶすき駅から知林ヶ島を渡りまた指宿駅へ戻るJRウィーキ
ングフェスに、指宿商業高校ICP(ちゃいっぺプロジェクト)のメンバーと共に水出し知覧茶のふる
まいとして参加いたしました。
当初は、温かい知覧茶も用意をしていたのですが、陽気な日差しと運動後の参加者に対しては、
やはり水出しの方が好まれるだろうと提供内容を変更しPRしました。
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中には県外からご参加のグループや、海外ご出身の鹿児島ご在住のグループなども知覧茶ブー
スに立ち寄っていただき、喉を潤す水出し知覧茶を楽しんでいただいている光景をたくさん確認
することができました。
今後も、県内の学生と共に、知覧茶のPR活動を実施していく予定です。

２. ゴッソイ祭り開催に向けた取組 /高校生へのお茶授業

写真：えい ゴッソイ祭り飲食ブース出店説明会の様子

　当月は、えいゴッソイ祭りに飲食ブースとして出店を希望される方々へ合同説明会を実施して
おります。細かな会場でのルールや、ブース配置決めなど、具体的に開催に向け着々と進行して
いる状況です。

また別件にて、山川高校でお茶の授業を実施いたしました。鹿児島県内至るとことに茶が身近に
存在してはいるものの、改めて知らないことも多く、クイズ形式で茶に触れていただいたり、お茶
の美味しい淹れ方のコツなどを授業ではお話しいたしました。

以上簡単ではございますが、当月の報告といたします。


